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北海道産4種のカブリダニの生態，特に個体群の季節的変動

岸 信夫本・森 奨須

(北海道大学農学部応用動物学教室)

(昭和53年 9月28日受理)

The Seasonal Fluctuations of Four Species of Phytoseiid 

Mites in Sapporo， Hokkaido (Acarina: Phytoseiidae) 

Nobuo KISHI and Hans MORI 

(Institute of Applied Zoology， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

緒言

捕食性のカプリダニ類 (Phytoseiidae)と植物寄生性

ダニ類の関係について，PARROTTら23)は“Seiuspomi" 

がフシダニ科の Eriορhyes1り.yri(PGST.)を捕食するこ

とを最初に記録している。 1910年代頃よりカブリダニ

類はハダニ類の天敵として注目されるようになったが，

特に 1950年代後半以降からこの方面の研究は急に進展

し，多くのカブリダニ類が供試され，実験室内，施設内

あるいは野外の植物上に於いてカブリダニのハダニ個

体群に及ぼす天敵としての効果について究明されてい

る10.15，18)。

日本産のカブリダニ類は現在までに EHARA8)により

Typh1odromus属 14種 (3種)， Phytoseius属9種 (4種)，

Amblyseius属34種 (15種)， 0μselUS属1種(なし)，合

計 4属 58種が記録されている(カッコ内は北海道産の

種数)。しかし，日本ではカブリダニ類の野外に於ける天

敵としての役割を言及した報文は下記の数篇があるに過

ぎない。

ニセラーゴカブリダニ A叫 b1yseiusde1eoni MUMA 

et DENMARK材は日本の茶産地でカンザワハ夕、ニ

Tetranychus kanzawai KISHIDAの天敵として報告

された22)。森(介計)20)によると愛媛県のかんきつ園に

於いて捕食性ダニ類(主としてニセラーゴカプリダニ*ヘ

一部にフツウカブリダニ T:yμlodromus 'Uu1garis 

* 現在，札幌市衛生研究所

EHARAを含む)はミカンハダニ Panonychuscitri 

(MCGREGOR)の多発闘ではその生息数が少なし逆に

捕食性ダニ類の多い所でミカンハダニが少なく，両者の

密度の関係は5%有意差で負の相闘があることなどか

ら，ニセラーゴカブリダニはミカンハダニの生息密度の

低い時からその増殖を強く抑える最も有望な天敵と考え

た。更に鉢植温州、|みかん実生2年生苗にミカンハダニと

ニセラーゴカブリダニを放飼した試験において，本種に

よるハ夕、ニの増殖抑制j力は極めて高いことが示された。

次いでニセラーゴカブリダニ料は九州、|のかんきつ園に

於いてもミカンハダニの生物的防除に最重要な種と考え

られたお)0 TANAKA & KASHI027)は温室条件下で鉢

植の 2年生温州、|みかんを供試して，ニセラーゴカブリ夕、

ニ**とミカンハダニの比率を 1:5ないし1:10にして

放飼したところ，天敵はハダニを放飼当初より良く制御

した。しかし，放飼したカブリダニとハダニを4カ月以

上長期観察した別の試験で、は 3カ月以降カブリダニは

減少し，殆んど絶滅したため，ハダニはカブリダニ無放

飼木(対照)よりも数倍増加していた。

ケナガカブリダニAmb1yseius10昭 ispinosus(Ev ANS) 

は日本全土に分布しているが，各地でハ夕、、ニの飼育中に

迷入して，ハダニ飼育の邪魔になることが知られてい

る5)。本種は北海道大学農学部付属農場(札幌市)のアカ

ツメクサに寄生したナミハダニ Tetranychusurticae 

kつ:;Hを夏に自然制御したことが被告されている¥3)。

料 ラーゴカブリタニ Amb1yseiuslargoensis MUMAと報告された。しかし， 日本産のいわゆるラーコカブリ夕、

ニは EHARA8)により A.de1eoniの同定違いであることが分った。
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森14)は向上農場に設けたビニーノレハウス内のアカツメ

クサ上において，ケナガカプリダニは夏にはナミハダニ

を良く生物的防除したが，秋にはナミハダニを制御でき

ないことを実験的に明らかにして，その原因は季節に適

応したケナガカブリダニの休眠の準備によると考察し

た。氏家・菅原28)によると，果樹試験場(当時は園芸試験

場)盛岡支場内のリンゴ若木園ではケナガカプリダニと

トウヨウカブリダニ Alllblyseiusorientalis EHARA は

密集性のあるカンザワハダニとナミハダニのコロニーの

中に見出され，ハダニの幼体とニンフを好んで捕食して

いたのに比し，分散傾向の強いリンゴハダニ Panony-

chus Ulllli (KOCH)が単独発生の時には多発しにくい。

次にフツウカブリダニ T.vulgarisに関して TAKI-

ZA W A & TORII25)は長崎県総合農林センタ一実験林

(諌早市)の 7~8年生人工林のスギに於いて，スギノハ

ダニ Oligonychushondoensis (EHARA)の天敵として，

捕食性昆虫3種，捕食性ダニ 2種，クモ 1種，寄生菌

1種を挙げているが， そのうちスギノハダニとの数的関

係はナガヒシダニ科の一種 Agistemussp.の相関係数

は5%有意、差が認められたが，フツウカブリダニの相関

係数は5%有意差が認められなかった。しかし天敵類は

スギノハダニに対して総合作用によってその制御に重要

な役割を果たしていると考えた。 しかし奥・小林21)は

東北農業試験場(盛岡市)内の夏作物畑に於ける節足動

物群集の季節的消長を調査して，晩夏に大豆，小豆，て

ん菜，とうもろこしで優占種となるカンザワハダニの捕

食者として出現するカブリダニ類(ラデマッヘルカブリ

ダニ Amblyseiusradenzacheri DOSSE)はハダニと発

生盛期がほぼ一致し，しかも密度ははるかに低いので，

自然環境でのカンザワハダニの発生抑制力は極めて小さ

いと考えた。

導入種に関しては，輸入天敵チリカブリダニ Phyto-

seiulus persimilis ATHIAS-HENRIOTを日本の農生態

系に放飼してハダニ類を生物的防除する実験が各地で行

なわれているが19)，野外では大豆畑と小果樹類でハ夕、、ニ

の制御に成功1している "1。

著者らは土着種のカブリダニ類をハダニ類の天敵とし

て利用する研究の第一歩として，北海道の自然環境に普

通に生息する 4種のカブリタニ，ケナガカブリダニ，ラ

デマツヘルカブリダニ，フツウカブリダニ，およびケプ

トカブリダニ Phytoseiusnψponicus EHARA7)につい

て，食性，越冬場所，季節的消長および齢構成，葉間分

布と葉内分布，および捕食者と被食者の相互作用を調査

したσ

本報文は1966年4月から 1968年1月までに，主とし

て札幌市内の自然環境に於いて，カブリダニ類の生態に

ついて行なった調査結果である。自然環境に於けるカブ

リダニ類の生態に関する詳しい研究は，著者らの知る限

りではイギリスで行った CHANT1)と，カナダの PUT帽

MAN24)の報文があるだけであるから，上記の調査時よ

り既に10年余を経た今日でも本研究を公表する意義は

失われていないと考えるのここに敢えて報告する所以で

ある。

本文に入るに先だち，生物の同定についてご教示し、た

だいた江原昭三博士(ダニ類)，故館脇操博士，伊藤浩司

博士(植物)，宇井格生博士(菌類)，宮崎昌久博土(アブ

ラムシ類)に厚くお礼申し上げる。

方法

カブリダニ類の食性については野外および室内での直

接観察によって調べられた。カブリダニ類の越冬場所の

調査は， CHANT1)の手法に準じて，樹皮下での越冬を

確かめるために，校に約1.5cmの幅で巻いた真新1を幅

1.9cmのビニールテープで固定した人工越冬場所を校

の各所に設置し，本来の越冬場所と考えられる幹や校の

裂け目および分岐部，空洞，枯枝または生枝の表皮下，

昆虫食跡や昆虫の卵殻，婦や繭の殻など24)と合わせて

調べたο 幹や校などは各部分をlOcm内外に切り取り

実験室に持ち帰って双眼顕微鏡で調べた。

季節的変動の調査はカブリダニの種により調査地点，

調査植物を異にしているので以下に詳述する。標本葉数

は4種のカブリダニが春期に負の二項分布を示したので

個体数の推定には50葉必要で‘あったが291，今回はそれ

ぞれの植物を層別化し，各層に於けるダニの分布状態を

声べるためにより多くの葉を調べたの

ケナガカプリダニ 1967年5月から 9月にかけて北

海道大学構内のカラハナソウ Humuluslupulus L 

var. cordifolius (MIQ.) MAXIM で調べられた。 カラ

ハナソウは実験園場と道路の間にある幅1.5ill，長さ

170m，高さ 2.7mのイチイ Taxuscuψid.αta SIEB. et 

ZUCC.の垣根に約50mにわたりからまっていたの下草

はオーチャードグラス Dactylisglomerata L が優占

種であった。ダニ類の葉間分布をみるために，採集はイ

チイにからまっているカラハナソウを高さで3等分した

上・中・下の3層で、行なわれ，各層から 30葉ずつ計90

葉が50m全域にわたり任意抽出された。

フツウカブリダニ 1967年5月から 10月にかけて

札幌市屯田の潅減用水路沿いのポプラの防風林内にあっ
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たヤマグワ Morusbombycis KOIDZ. 2本 (AとB)か

ら採集された。標本抽出は高さ 2mの校を外・中・内の

3層に分けた各層より 20葉ずつ，計60葉を任意抽出

しt~o

ラデマッヘルカプリダニ 札幌市新琴似において，

1966年には6月から 11月まで， 1967年には4月から

10月まで，潅減用水路沿いのポプラ防風林の下生えをな

していたエゾイラクサ Urticaplatyphylla WEDD. よ

り採集された。葉問分布をみるために葉の着生数に従

い，上・中・下の3層に分け，各層から 40葉ずつ，計

120葉を任意抽出した。

ケプトカプリダニ 上記のラデマッヘノレカブリダニ

と同し場所・日時にエゾイラクサより採集された。

全体を通して調査間隔は1週間としたが，天候の都合

により数日延長したこともあるの採集は雨天をのぞく午

後 1時から午後3時30分頃までの聞に行われた。採集

された葉は各層ごとにビニール袋に入れ，実験室に持ち

帰って 0~50C に保たれた冷蔵庫に貯蔵された。 ダニの

数は成体雌，成体雄，ニンフ，幼体，卵の別に双眼顕徴

鏡の下で数えられた。但しラデマッヘノレカプリダニの卵

とケブトカブリダニのそれとは区別がつかなかったの

sp.は Tydeussp.をそれぞれ捕食していたのトウヨウ

カブリダニはフツウカブリダニにくらべて個体数が極め

て少なかったので，ここではフツウカブリダニとその被

食者ミカンハダニについてのみ扱った。

エゾイラクサでは: カプリダニ科ーラデマッヘルカ

ブリダニ，ケブトカプリダニ，ハダニ科-Tetranychus 

sp.，クロバーハダニ Bryobia1う向日tiosaKOCH，ノ、モリ

ダニ科-Anystissp.，コハリダニ科一乃deussp.，ナガ

ヒシダニ科-Agistemussp.，ハナアブ科の幼虫，グサカ

ゲロウ科 Crysopasp.の卵，アザミウマ(植食性)，アブ

ラムシ科 Aphididae-l'vlicroloρhiumsp.，λ今zusdycei 

CARVER， :7モ類が見られた。ラデマッヘルカブリダニ

とケプトカブリダニは Tetranychussp.を，Anystis sp. 

とクモはアブラムシを，Agistemus sp.は Tydeussp. 

をそれぞれ捕食していた。ここではそのうち，ラデマッ

ヘルカブリダニ，ケブトカプリダニと Tetranychussp. 

の3種を扱った。

得られたデーターの統計処理はF検定で行なわれた。

結果および考察

A.食性

で，個体数の多いラデマッヘルカブリダニの卵としてー i) ケナガカプリダニ

括した。薬面積については，各植物で各層ごとに 20葉 ケナガカブリダニがハダニを捕食するととは以前から

ずつ，その輪郭を形どり，それをプラニメーターで測定 知られている9)。わが国でもナミハダニ2，13，14，28)， オウ

した。 トウハダニ Tetranychusviennensis ZACHER5，ll)， カ

カラハナソウでは: カブリダニ科 Phytoseiidaeーヶ ンザワハダニお)の捕食が報告されている。本種はクロ

ナガカブリダニ，ハダニ科Tetranychidaeーナミハダニ， バーハダニ， ミカンハダニをも捕食し，クロバーハダニ

ハモリダニ科 Anystidae-Anystis sp.，コハリダニ科 よりもナミハダニ，ミカンハダニを選食し，発育期別で

Tydeidae-Tydeus sp.，ナガヒシダニ科 Stigmaeidae は一般に幼体を強く選択し，成体雌を選択しないことが

一Agistemussp.，ハナアブ科 Syrphidaeの幼虫，クモ 実験的に明らかにされている16)。一方，今回の観察では

類が見られた。ケナガカブリダニとハナアブ科の幼虫は ナミハダニの全発育期のものを同時に与えた場合，本種

ナミハダニを，Anystis sp.はナミハ夕、ニとケナガカブ は卵を最も多く捕食し，幼体，ニンフ，成体の順に少な

リダニを，Agistemus spは Tydeusspーをそれぞれ捕 くなるが，全発育期を捕食した。野外においては，木種

食しているのが観察されたが，ここではケナガカブリダ は一般に家屋の周辺や農場など人為的環境に多く生息

ニとその被食者ナミハダニの相互関係のみを扱ったの し，ナミハダニの群生している葉裏でナミハダニを捕食

ヤマグワでは: カブリ夕、ニ科 フツウカブリダニ，ト し，産卵しているのが観察された。

ウヨウカブリダニ，ハダニ科ーミカンハダニ，スギナミ ii) フツウカプリダニ

ハダニ Eotetranychussuginamensis (YOKOYAMA)，ナ フツウカフリダニはミカンハ夕、ニ幼)，スギノハダニ25)

ミハダニ，ノ、モリダニ科 Anystissp.，コハリダニ科 の捕食が報告されている。今回の観察からもヤマグワで

Tydeus sp.，ナガヒ γ夕、ニ科-AgistemZlSsp.，ハナアブ ミカンハダニを捕食しているのがみられ，本種の成体雌，

科の幼虫，クサカゲロウ科 Chrysopidae-Chrysoρasp. ニンフではミカンハダニの全発育期のものを捕食した。

の卵が見られた。フツウカブリダニ， トウヨウカブリダ 室内飼育ではナミハダニの卵を捕食したが，ヤマグワで

ニおよび Anystissp.はミカンハダニを，ハナアブ科の 同所的に生息するスギナミハダニを捕食するか否かは不

幼虫はスギナミハダニの全発育期のものを，Agistemus 明である。
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iii) ラデマッヘル力ブリダニ iv) ケプトカプリダニ

わが国では本種がナミハダニを捕食することが記録さ ケブトカブリダニの食性についてはシクラメンホコリ

れている3，4，21)ゎ今回の調査ではエゾイラクサで Tetra- ダニ Tarsonemuspallidus BANKSの捕食が報告され

nychus sp の卵・幼体を捕食しているのが見られた。 ている6)。今回の調査では Tetranychussp.の卵を捕

またハダニのほかに，エゾイラクサの誘病菌 Paccinia 食していることが観察された。菌および花粉の摂食は認

caricis REBENTの夏胞子，オオハンゴンソウ，キクイ められなかった。

モなどの花粉を本種の幼体・ニンフ・成体が摂食してい B. 越冬場所

たn 銃病菌，花粉の夜食により，体表を通してそれらの i) ケナガカブリダニ

色が見え，特に中腸(胃と盲褒の部分)がH型に黄色く 夏以降，草本植物，木本植物の両方に見られたので，木

見える。 本植物で越冬するか否かを，秋に本種が見られたヤマグ

Table 1. Numbers of Tyρhlodromus vulgaris and other mites co!lected 
from twigs and limbs of rnulberry trees in Sapporo， Hokkaido， 
in 1967 and 1968 

Date 

Number of F7fTzmrと221%222;尚早)2dtU53官 :r(ぷ)
samples mites alive dead alive dead (mm) 

31-X-'67 Artificial 8 

28-1-'68 Arti五cial 62 
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ワ，クロウメモドキ Rha1llnusjaponica MAXIM.，エゾ

ニワトコ Sambucussieboldiana BLUME， ex GRAEBN. 

var.川iquelii(NAKAI) HARAで、調べられた。その結 10 

果，これらの木の校からは 1個体も発見できなかった。

また早春には木本植物では見られず，草本植物において 1000 

のみ見られたことから，本種の越冬は地表部の植物体上

で行なわれていると考えられる。また晩秋に，ナシの果

実の苓窪部で静止状態の本種成体雌と越冬型のナミハダ

ニ成体雌が見られたことから，果実での越冬あるいは分

散が考えられるの

ii) フツウ力プリダニ

癌腫病で壊死した凹状の部分，昆虫の繭内で多く見ら

れ，人工越冬場所においても多数見られた。本種以外に

はトウヨウカブリ夕、ニ，スギナミハタニ，コハリダニ科

Tydells sp.が見られた。 カブリダニ類の他の種でも共

通しているが，フツウカフリダニの越冬個体は全て成体

雌で，顕著な集合状態もしばしば見られた。ヤ 7 グワの

校は直径3mmの細い当年枝のものから 28mmの太い

枝まで調べられたが， 5mm から 19mm の 2~7 年枝で

越冬が見られた (Table1)。なお人工越冬場所において

は死亡個体が多かったが，これはテープの粘着部に付着

したためで，今後は改善の要がある。

iii) ラデマッヘルカブリダニ

本種は夏・秋には草本植物，木本植物の両方に見られ

たが，早春にはエゾイラクサ，オオイタドリ POか'gonum

sachalinense FR. SCHMIDT，エゾアザミ Cirsiumkam-

tschatic1l1ll LEDEB.などの草木植物でのみ見られ，し

かも冬期には木の校で見られなかった。以上から本種も

ケナガカブリダニと同様，地表部の植物体で越冬してい

ると考えられる。

iv) ケブトカブリダニ

木本植物て、の越冬は認められず， しかも早春，晩秋に

エゾイラクサで見られることから，本種も地表部の植物

体上で越冬していると考えられる。

c. 発生i員長型および齢構成
i) ケナガカプリダニ

カラハナソウて、の季節的消長は8月上旬に顕著なピー

クを示す1山型であった (Fig.1)0 6月上旬，成体雌が

出現し，それ以降 8月上旬まで全発育期とも幾何級数

的な増加が見られた。しかし8月中旬以降，急激に減少

した。特に成体雄，ニンフ，幼体，卵で顕著に減少し，

卵は9月上旬から見られなくなった。成体雌は9月中旬

にまだ見られたが，その個体数は非常に少なかった。

齢構成で特徴的なことは，全体を通じて，成体雌の比

100 
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number of leaves 

egg;一一一 larva;ー・ nymph;一 一

adult of male; --adult of female 

率が大きいが，特に6月上・中旬と 8月中旬以降大き

かった。また 7 月には卵の比率が 41~47% と大きかっ

た。成体雌の比率の特徴からは本種の越冬は成体雌で行

なわれていることを示すであろう。 CHANT')はカブリ

ダニ類は秋にすでに交接した成体雌で越冬することを報

告しているが，室内観察で本種は両性生殖することか

ら本種においても同様のことが考えられる。 7月の卵

の比率からは，本種の増殖力が少なからぬことが考えら

れ，それは8月上旬までの増加傾向により明らかとな

る。カラハナソウでは8月下旬からすでに卵は見られな

くなったが，ナミハダニがまだ多く見られる他の植物，

ササゲ Vignasesquψedalis L.では全発育期のもの

が見られた。世代数については 1世代目までは分るが，
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それ以降は成体雌の寿命・産卵期間が長く，かつ発育所

要期聞が短いので世代が重なり，世代数は不明となる

(Fig.2)0 

ii) フツウカプリダニ

ヤマグワでの季節的消長は，顕著なピークは示さな

かったが春から次第に増加し，どちらかといえば秋に山

型の漸次発生型であった (Fig.1)。
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July June Ma， 

齢構成で特徴的なことは比較的成体雌の比率は大きい

が卵のそれが小さいことである (Fig.3)。この原因とし

ては食物不足により増殖が妨げられているのか，本来こ

の種は増殖力が小さいためかの 2つが考えられる。成体

雌の比率が全体を通して大きいのは，その寿命が長いこ

とと関係している。世代数，越冬ステージに関してはケ

ナガカブリダニと同様のことが考えられる。

iii) ラデマッヘルカプリダニ

エゾイラクサでの季節的消長は，早春から晩秋まで比

較的多く見られたが，特に初夏に山のみられる 1山型で

あった (Fig.1)0 7月中旬に減少が見られたのは， メIjり

取りにより一時実験地が干渉を受けた結果で，根本的な

発生消長型を変える程とは考えられぬものだった。

齢構成では他の種と同様に成体雌の比率が大きかっ

た。ただ産卵期間が4月下旬から 9月中旬までと長期に

わたっていることと，特に 5月にその比率が大きいこと

である (Fig.4)。世代数，越冬ステージについては他の

カブリダニと同様の傾向がある。

iv) ケプトカブリダニ

エゾイラクサて‘の季節的消長は，個体数が年聞を通じ

て，はっきりした山型を示さなかった (Fig.1)。

幼体・ニンフ・成体の間では，他の種類と同様，年間

を通じて成体雌の比率が大きく，特に早春，晩秋に顕著

であった。
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発生消長型は4種で異なる型を示した。齢構成におい

ても，年聞を通じて成体雌の比率が大きいという共通点

はあったが，卵の比率は種毎にそれぞれ異なり，ケナガ

カブリダニ，ラデマッヘルカブリダニでは比率は似てい

るが，その時期にずれがあり，これらの現象が食物を中

心とした種の生活様式の違いによるものではないかと考

えられた。

各種の年間の世代数については分らなかった。 しか

し，種類により各植物上で見られる期間は異なったが，

共通して第1世代成体雌の出現は6月上旬であった。

D. 葉間分布，葉内分布および捕食者一被食者関係

i) ケナガカプリダニ

葉聞における分布は上層よりも中・下層の葉に多かっ

た (P<O.Ol)(Fig. 5)。 しかし個体数のピークは中層と

下層ではずれがみられ，中層で早かった。一方ナミハダ

ニは中層で多く見られた (Pく0.01)が上層・下層では違

いが見られなかったのしかし上層ではそのピークが中・

下層より遅れていた。両種間では各層でピークにずれが

252 
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Fig. 7. The size (area in cm2) of sampled nettle 

leaves (top)， (0ー 0)upper Jeaf， (x一X)middle 

leaf， (・-・)lower leaf: Interleaf distribution 
of Ambかseius rademacheri DOSSE (middle)， 
and Tetranychlls sp. (bottom) on nettle in Sap-

poro， Hokkaido in 1967 
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見られ，ケナガカブリダニが遅れた。

次に葉内での卵の分布を通じ両種の関係を見ると，両

種とも葉裏に生息しており，ナミハダニの卵は葉脈問の

凹状部に集中的に産卵されており，またケナガカブリダ

ニの卵もナミハダニの卵の聞に集中的に産卵されている

(Fig.8)。

さらに両種の総個体数で、その関係をみた (Fig.11)。そ

の結果，同種は典型的な捕食者一被食者型の関係を示し

た。ナミハダニは7月中旬にピークに達したが，その前

後では急激に増減した。ケナガカブリダニもそれに2週

間遅れて数の反応が見られ， 8月上旬にピークに達し

その前後で急激な増減を示した。

ii) フツウカブリダニ

葉聞における分布は内層よりも中・外層で多かった

(O.05<P<O.0l) (Fig. 6)。一方， ミカンハダニでは葉裏・

葉表で同じ傾向が見られ，内層と中層では差はなかった

が，外層でより多かった(P<O.Ol)。層別分布では両種間

で顕著な違いは見られず，むしろ外層部で多いという共

通点が見られた。

次に葉内の分布を比較し，両種の関係を見たが， ミカ

ンハダニで、は卵は葉の両面に見られ，葉裏で葉脈聞に機

会分布的に，葉表で・は葉脈上に産卵されている (Fig.9)。

一方，アツウカプリダニの卵は葉裏でのみ見られ， ミカ

ンハダニと同様，機会分布的に産卵されている。このこ

とから葉裏においては本種はミカンハダニとの関係が認

められ，葉裏面では広範囲にわたり行動していることが

知られる。

さらに総個体数の比較で両種の関係をみた (Fig.12)。

ヤマグワ (A)では6月上旬から 8月下旬までの間，本種

Under-surface 

Fig. 9. Distribution of the eggs of Typhlodromus 

vulgaris EHARA (x) and Panonychus cit門

(MCGREGOR) (0) on mulberry leaves. 

はミカンハダニの変動と直接の反応を示した。この現象

に対しては，捕食者であるフツウカブリダニに比べて，

被食者であるミカンハダニの数が少なかったため，フツ

Fig. 10. Distribution of the eggs (x) of Ambly-

seius rademacheri Dosse on under surfaces 

of nettle leaves with (A) and without (B) the 

eggs (0) of Tetranychus sp. 
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spinosus (Ev ANS)， and Tetranychus urticae 

KOCH on hop leaves (below) in Sapporo， Hok-
kaido in 1967. 



254 北海道大学農学部邦文紀要 第 11巻 第3号

M 

" ω 
付

ー~・ E 王斗王土

Cトー01・盟与江主

ムー--.10.1'・呈且込盟旦旦邑豆

。
仏

'H ・-・ P，citri ー ー一一一一ー

~ 6cトかーo I辿与正当
。

2Cト

シV
10 

白ー『ム E三辻亙と旦旦旦主旦互と豆

Hay June Jul:v Aug. Sep. Oct. 

Fig. 12. Seasonal variation in the number of 

mites (all stages inclusive)， Tyρhlodromus vul司
garis EHARA， Panonychus citri (MCGREGOR) 
and Eotetranychus suginarnensis (YOKOYAMA) 

on mulberry B (above) and on mulberry A 

(below) in Sapporo， Hokkaido in 1967. 

ウカブリダニが分散などにより直接に被食者の数に反応

した結果なのか，それとも，他の食物に依存しているの

かは明らかでなかった。ミカンハダニの発生消長は，札

幌におけるリンコハダニ Panonychusulrni (KOCH)の

それ12)と類似しており， 5世代の経過が認められた。

従ってミカンハダニの発生消長型は基本的には気象条件

と種の生態的特性に左右されているようである。ヤマグ

ワ(B)においても同じ傾向が見られた。ただフツウカブ

リダニが 10月上旬， すでに葉上で減少していたが， こ

れは越冬場所，その他への移動の結果であり， ミカンハ

ダニの少なさが原因しているように考えられる。またス

ギナミハダニが秋にかけて増加したが，この種との関係

については不明であった。

iii) ラデマッへ)[，カブリダニ

葉聞における分布は年聞を通じて同じ傾向が見られ，

ラデマッヘルカブリダニ，ハダニ手斗の Tetranychussp. 

共に下層ほど多かった (Fig.7)。

次に葉内での卵の分布を比較し，両穫の関係を見たが，

Tetraπ'ychus spの卵は葉脈問の凹状部に集中的に産ま

れているが， このように Tetranychussp.の卵が見ら

れる薬では，ラデマッヘルカブリダニの卵もその部分に

集中的に見られる。 しかし Tetranychussp.の産卵箇

所以外の葉面や全く産卵されていない葉では，機会分布

的に産卵されている (Fig目 10)。また両種とも葉表では

産卵されていなかった。これらのことからラデマヅヘル

カプリダニは Tetranychusspのいない葉でも多数見

られることがわかる。

さらに総個体数の比較で両種の関係をみた。 1966年

(Fig.13)におけるよりも 1967年 (Fig.14)の方が Tet-

ranychus sp.の個体数は多かった。 しかし，両年とも

ラデマッヘルカブリダニは Tetγαnychussp.に完全に

依存しているとは言えなし、。

葉内分布からも同じような結論が出せるが，この種で

は Tetranychussp.よりもむしろ他の食物， たとえば

エゾイラクサ銃病菌やオオハンゴンソウ，キクイモ等の

花粉に依存していると考えられる。

iv) ケブト力プリダニ

葉間における分布は年間を通じて同じ傾向がみられ，

常に下層で多かった (P<O.01)(Fig. 7)。下層においては

9月， 10月にラデマッヘノレカプリ夕、ニより多く見られた

が，それ以外ではラデマッヘルカブリダニの方が圧倒的

に多かった。

また葉内分布にしてもラテ、マッヘルカブリダニでは葉

面全体に見られるが，本種では数が少ないこともあって，

主に葉脈部の下の陰のところで良く見られる。野外観察

から，木種はまたラデ、マッヘルカブリダニより不活溌な

行動を示すことが観察された。

さらに総個体数の比較で Tetranychussp.との関係

をみた。しかし本種では 1966年 (Fig.13)， 1967年 (Fig.

14)とも個体数が少なし捕食者一被食者の関係として

両種を把握することはできなかった。

葉間分布においては，カブリダニ 4種の各層での個体

数の多少は葉面積の大小と一致していた (Fig.5， 6， 7) 

が，これは密度依存的な現象の結果なのか，あるいは光

などの物理的な刺激に反応した結果なのか不明であっ

た。しかし，いずれにしてもこういう現象はカブリダー，

ハダニの両方に見られるので，各植物における両種間の

関係をみることには影響がなかった。

また気象条件はカブリダニ 4種の種間における発生消

長型を比較するために，そのー資料として記述した。使

用した気象資料は，新琴似での 1966年・ 1967年のラデ

マッヘルカブリ夕、ニとケブトカブリダニ， 1967年のフツ

ウカブリダニの調査に対しては石狩管区気象台観測の数

値を用い (Fig.13， 14)， 1967年北海道大学構内でのケナ
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June Sep. 0" July Aug 

Fig. 13. Air temperature (OC) and precipitation 

(mm) during the period of investigation. Ex-
pressed as the mean of a period of ten days 

(above): Seasonal variation in the number of 

mites (all stages inclusive)， Amblyseius rade-

macheri DOSSE， Phytoseius mlψonicus EHARA 
and Tetranychus sp. on nettle leaves (below) 

in Sapporo， Hokkaido in 1966. 

ガカブリダニの調査に対しては同大学農学部付属農場内

の農業物理学教室キ観測の数値を用いた (Fig.11)0 1966 

年と 1967年とでは，気温が7月中旬から 9月上旬の聞

で異なり， 1967年は 1966年に比べ 7月中・下 8月

上 6月上旬で高く 8月下旬で、低かった。降水量は

8月中旬で非常に違っていた。 1967年の2カ所のデータ

間では大きな違いは見られなかった。従って 4種が異な

る発生消長型を示した要因としては，越冬場所，食物，

増殖力などの各種の生態・生理的属性の相違が，その主

なものであると考えられる。

摘 要

カブリタニ科 (Phytoseiidae)の4種， ケナガカブリ

ダニ AmblyseiuslongisPinosus (Ev ANS)，ラデマッヘ

ルカブリダニ A. l'ademacheri DOSSE，フツウカプリ
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Fig. 14. Air temperature CC) and precipitation 
(mm) during the period of investigation. Ex-

pressed as the mean of a period of ten days 

(above): Seasonal variation in the number of 

mites (all stages inclusive)， Amblyseius rade-
macheri DOSSE， Phytoseius刀ipponicusEHARA， 
and Tetranychus sp. on nettle leaves (below) 

in Sapporo， Hokl王aidoin 1967. 

ダニ Typhlodromusvulgaris EHARA，およびケプト

カブリダニ Hびtoseiusnipponicus EHARAの生態に

ついて，札幌市内において主として季節的消長を調べた。

結果は次の通りである。

l. 各寄主植物上で，ケナガカプリダニはナミハダニ

を，フツウカブリ夕、ニはミカンハダニを，ラデマッヘル

カブリダニとケブトカブリダニはハダニ干斗の Tetra-

nychus sp.をそれぞれ捕食していたが，ラデマッヘル

カブリダニはエゾイラクサ銭病菌の夏胞子，オオハユゴ

ンソウ，キクイモ，その他の花粉を摂食していた。

2 上記4種のうち，フツウカブリダニのみ樹上での

越冬が認められた。

3 季節的消長型は種により相違がみられた。ケナガ

カブリダニとラデマッヘノレカブリダニはそれぞれ盛夏，

初夏にピークがある 1山型を，フツウカプリダニは明ら

ネ 当時，農業気象学教室
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かなピークは持たぬが秋にかけて次第に増加するという

漸次発生型を示したが，ケブトカブリダニは季節中少な

く，明らかなピークはなかった。

4. ケナカ、カプリダニ， ラデマッヘノレカブリダニはそ

れぞれの寄主植物において，上層の葉で少なく，中・下

層の葉で・多かった。

5. ケナガカプリダ、ニはナミハダニと依存関係を示し

たが，フツウカブリダニのミカンハダニに対する関係は

明らかでなかった。ラデマッヘノレカブリダニは Tetra-

nychus sp.よりもむしろ菌，花粉に依存していた。
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Suroroary 

The seasonal fluctuations of four species of phy-

toseiid mites， Amblyseius longiψinoslls (Ev ANS)， 

A. rademacheri DOSSE， Tyρhlodromus vlllgaris 

EHARA， and Phytoseius nipponicus EHARA， were 

mainly investigated in Sapporo， Hokkaido. 

The results are as follows: 

1) It was observed on each plant that A. longi-

spinosus fed on Tetranychlls llrticae， T. vul，旨.aris

on Panonychlls citri and A. rademacheri fed on 

fungi， Paccinia caricis Rebent and pollen besides 
phytophagous mites. 

2) Only T. vulgaris was found on tree in winter， 

though al1 of these species were investigated on 

the hibernation sites. 

3) The seasonal fluctuation types of these spe-

cies were 副首erentamong the species. Each pop司

ulation of A. longiψinosus and A. rademacheri 

generated the curve having a peak in midsummer 

and in early summer respectively， on the other 
hand that of T. vulgaris generated the curve in-

creasing to autumn without a distinct peak. That 

of P. n争ρonicusalways was a small through the 

season. 

4) The densities of A. longiゅinosllsand A. 

rademacheri were low in the leaves of upper layer， 

and high in the leaves of middle and lower layer 

in each host plant. 

5) On the prey-predator relationships， A. longi-

spinoslls depended on T. urticae. But it was in-

distinct in T. vlllgaris related to P. citri. On the 

other hand， A. rademacheri apparently depended 

on fungi and pollen rather than Tetranychlls sp. 


